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全国46大学附属病院の 41を訪れ調査した。 1956--1960の 5 年聞に皮膚科外来を訪れた新患 851 ， 685例の
うち， 200例が基底細胞癌であった。 乙のうち， 88例は明らかな色素沈着を伴い，男性106例中の57例，即
ち約半数，女性96中の31例， 即ち，%が本症に属する。年令分布では，男性例でやや若年令層に本症が多
い口腫場発生部位を露出部，非露出部に分けて，性別，色素沈着の有無別に比較すると， それらの聞に有










組織学的検査は阪大症例41例について， 述続切片をヘマトキシリン・エオジン (41例)， 鈴木氏鍍}l~法
(8 例)， ドーパ( 5 例)，チロヂン (4 例)によって観察した。 2 例を除くすべての症例において，程度
の差とそあれ，メラニン色素の増加が認められ，その分布は⑦腰男-周辺の表皮基底細胞， または，メラノ
サイト，⑦腰場実質中のメラノサイト，及び， ⑨色素沈~Î"を来たした表皮問下，及び， ij幸男実質周辺の間
質にあった D 乙のうち，②は腫場胞巣の位置， 及び同一胞巣内でもその部仲.によって異るが，一般に，表
皮と践する腫蕩胞巣却に最も密に分布し JJ包巣の周辺部から '1 1心部へ移るにつれて， 次の椋な種々の段階的
変化が区別された口即ち，周辺部のメラノサイトは肥大性で，メラニン色議で充満しているか， ドーパ陽

























46大学附属病院のうち， 41 カ所を直接訪れ， 1956-1960年の 5 年聞に基底細胞癌と診断されたもの200例
の資料を得て検討した結果，色素沈着が日本人の基底細胞癌の重要な臨床徴候の一つである事を発見した。
-115 ー
色素沈着は男性例の約半数に， 女性例の約%に認められ，発生部位を露出部と非露出部とに分けて比較
すると，その問に有志義なえJえはなく，従って， iJ光による影響は除外出来ると考えられた。年令分布，発
症から初診迄の期間，及び，初診時の最大径を見ると，色素沈着を伴う症例は伴わない症例に比べて， や
や若い年令層に多く，市も発症から初診迄の~JJ間の長いもの，且つ， 最大径の小さいものに多い傾向が見
られた。乙れらの事から著者は，成長の遅い， 即ち，臨床的により良性のものに色素沈着を伴う症例の多
い事を指摘した。
また， 阪大病院皮膚科を訪れた当該疾忠忠者について更に詳しく調べると色素枕着の頻度は尚高率であ
っ 7こ。
組織学的には， 殆どの症例でメラニン色素の増加が見られ，既述の統計上のデータを裏付けると共に，
腫蕩実質中に多数のメラノサイトを見出し， これが本腫療の色素沈着に特異的な役割を果していると考え
た口著者は，これらのメラノサイトは表皮中から二次的に腫壌中に侵入， 増殖したものであるとし，それ
がメラニン色素で満たされている事と， 腫蕩実質細胞内にはメラニン色素が存在しない事を確かめ，正常
表皮層では生理的に行なわれていると乙ろのメラノサイトより表皮細胞へのメラニン色素の伝達が， 本腫
療ではもはや行なわれない事を各種染色法を用いて立証した。
なお， 腫虜細胞巣の辺縁部から中心部に至る聞に見出されるメラノサイトの変性種々相を段階的に詳細
に研究し， 従来見逃されて来たメラノサイトの形態学的な変化を基底細胞癌を通じて追求した。故に，臨
床的にも，また，腫療の研究面においても貢献するところ多大なものがあり，価値あるものと考える。
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